












目的 

精神遅滞のモニタリングシステムの確立を目標として仕事をすすめる場合,当然,対象とな

る疾患の診断の確認という操作は,欠くべからざる過程となる。すなわち,診断未確定例に

おける診断の確立,すでに診断のつけられた症例における再確認,再検討が,最も基本的な

前提となる。正しい診断をもとにしではじめて,正確なモニタリングが可能になるからであ

る。本研究ではそのための 1つのアプローチとして,新しい論理によるコンピュータの利用

を試みた。 


